組織における構成員の意識向上に関する研究―清掃活動が企業業績に与える影響― by 羽石 和樹










































氏     名   羽石 和樹 
学 位 の 種 類   博士（経営学） 
学 位 記 番 号   甲 第 8 号 
学位授与年月日   平成 30年 7月 18日 
学位授与の要件   学位規程第 4条第 1項該当  
学位論文題目   組織における構成員の意識向上に関する研究 
           ―清掃活動が企業業績に与える影響― 
論文審査委員   主査 樋口 徹 教授 
          副査 太田 周 顧問 
             春日正男 特任教授 
             武井孝介 教授 
             中西 晶氏（明治大学教授） 












































































- 4 - 
 
具体的な改善項目としては、以下のとおりである。最初に、第１章において羽石氏は従
業員満足度の高いと思われる上場企業群と業績の高い上場企業群に関して、各種指標で分
類企業群を比較しているが、その総括表を作成すべきである。次に、第４章において、同
一職種の商社マンについて「進んで清掃をする群（15 名）」と「決まりだから清掃を行う
群（9名）」について、個人業績の分析を行い、個人業績指数において前者が M=111.53（σ：
4.17）、後者が M=93.58（σ＝7.11）と前者は 5％水準で有意であることを示したが、少数
例の統計であり、先行研究を凌駕するものではない。最後に、第５章において「本研究に
おいては清掃活動を取り上げたが、清掃活動に限らず、これらの具体的活動が組織行動に
及ぼす効果は、どれも同じであろうと考えられる。」と記述しているが、第３章の完備し
た因子分析の手法、及び標本妥当性、相関係数の確認作業の結果とこの記述が整合するか、
挨拶行動と朝礼活動が清掃活動と同等の重要性をもつかについて、判断を留保する必要が
ある。 
 
【審査結果】 
本論文には更なる分析・検討を要する項目は残されているが、本論文は企業経営に関し
て実務面と学術面で大きな貢献をするものである。以上から、本学位申請論文は作新学院
大学学位規定第２条による博士（経営学）の学位に相応しい内容であると判定する。 
 
 
